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第
六
十
一 

  
 

鹵
獲
品 

   
 
 
 
 
 

一 
  

確
認
の
意
味
で
一
九
四
一
年
十
二
月
か
ら
四
二
年
四
月
末
ま
で
の

出
来
事
を
書
き
出
す
。
参
照
し
た
の
は
岩
波
書
店
『
日
本
史
年
表
』

（
歴
史
学
研
究
会
編
、
一
九
九
三
）
で
あ
る
。 

 

一
九
四
一
年	
 

12
・
６ 

ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
軍
、
モ
ス
ク
ワ
攻
略
に
失
敗 

 
 

８ 

日
本
軍
、
マ
レ
ー
半
島
に
上
陸
。 

 
 
 
 

ハ
ワ
イ
真
珠
湾
を
空
爆 

 
 
 
 

新
聞
、
ラ
ジ
オ
の
天
気
予
報
・
気
象
報
道
中
止 

 
 
 
 

日
本
、
対
米
英
宣
戦
布
告
／
英
米
、
対
日
宣
戦
布
告 

 
 

９ 

中
国
国
民
政
府
、
日
独
伊
に
宣
戦
布
告
。 

 
 
 
 

大
韓
民
国
臨
時
政
府
、
対
日
宣
戦
布
告 

 
 

10 

マ
レ
ー
沖
海
戦
（
イ
ギ
リ
ス
極
東
艦
隊
壊
滅
） 

 
 
 
 

グ
ア
ム
島
を
占
領 

 
 

11 

独
・
伊
、
対
米
宣
戦
布
告 

 
 

15 

第
78
回
臨
時
議
会
召
集
。 

 
 

16 

戦
艦
「
大
和
」
竣
工
。 

 
 
 
 

電
球
の
切
れ
球
と
の
引
き
換
え
販
売
開
始
。 

 
 

19 

言
論
出
版
集
会
結
社
等
臨
時
取
締
法
公
布 

 
 

21 

タ
イ
と
軍
事
同
盟
条
約
締
結
（
日
泰
共
同
作
戦
ニ
関
ス 
 
 
 
 

ル
協
定
） 

 
 

25 

日
本
軍
、
香
港
占
領 

 
 

29 

南
方
熊
楠
没
（
享
年
七
十
四
） 

一
九
四
二
年	
 

１
・
１ 

食
塩
の
通
帳
配
給
制
実
施
。 

 
 
 
 

連
合
国
26
か
国
が
共
同
宣
言 

 
 

２ 

日
本
軍
、
マ
ニ
ラ
を
占
領 

 
 

８ 

大
東
亜
戦
争
国
債
発
行 

 
 

９ 

学
徒
勤
労
動
員
開
始 

 
 

25 

タ
イ
政
府
が
対
米
宣
戦
布
告 

２
・
１ 

衣
料
、
味
噌
・
醤
油
販
売
に
切
符
制
実
施 

 
 

２ 

大
日
本
婦
人
会
発
足 

 
 

４ 

イ
ギ
リ
ス
軍
、
エ
ジ
プ
ト
で
ク
ー
デ
タ
ー 

 
 

５ 

蒋
介
石
、
イ
ン
ド
を
訪
問 

 
 

６ 
英
米
が
合
同
参
謀
本
部
を
発
足 

 
 

15 
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が
陥
落
（
英
軍
マ
ラ
ヤ
司
令
部
司
令
官 

 
 
 
 

パ
ー
シ
バ
ル
中
将
が
日
本
軍
に
降
伏
） 
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18 

第
一
次
戦
捷
祝
賀
で
特
赦 

 
 
 
 

イ
ン
ド
国
民
会
議
、
反
英
決
議 

３
・
１ 
日
本
軍
、
ジ
ャ
ワ
島
に
上
陸 

 
 

７ 
大
本
営
政
府
連
絡
会
議
「
戦
争
指
導
大
綱
」
策
定 

 
 

８ 
日
本
軍
、
ラ
ン
グ
ー
ン
を
占
領 

 
 

９ 

日
本
軍
、
ジ
ャ
ワ
島
を
制
圧
（
オ
ラ
ン
ダ
軍
降
伏
） 

 
 

11 

ア
メ
リ
カ
極
東
軍
司
令
官
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
マ
ッ
カ
ー
サ 

 
 
 
 

ー
将
軍
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
脱
出 

 
 

13 

中
国
軍
、
ビ
ル
マ
戦
線
に
参
戦 

 
 

29 

フ
ィ
リ
ピ
ン
抗
日
人
民
軍
結
成 

４
・
５ 

日
本
軍
、
コ
ロ
ン
ボ
を
空
襲 

 
 

11 

日
本
軍
、
バ
タ
ー
ン
半
島
を
制
圧 

  

日
本
が
米
英
宣
戦
布
告
に
踏
み
切
っ
た
と
き
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
戦
線

は
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
た
。
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
ロ
シ
ア
攻

略
が
失
敗
に
帰
し
た
の
だ
。 

 

い
わ
ゆ
る
「
バ
ル
バ
ロ
ッ
サ
」
作
戦
が
そ
れ
で
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ

ツ
は
百
三
十
五
個
師
団
三
百
八
十
万
人
の
兵
を
投
入
し
た
。
こ
れ
こ

そ
が
〝
史
上
最
大
の
作
戦
〞
だ
っ
た
。
モ
ス
ク
ワ
陥
落
を
企
図
し
た

の
で
は
な
く
、
東
欧
エ
リ
ア
か
ら
ス
ラ
ブ
系
民
族
を
追
放
し
て
、
ド

イ
ツ
の
植
民
地
化
す
る
の
が
ね
ら
い
だ
っ
た
。 

 

作
戦
が
発
動
さ
れ
た
と
き
、
ナ
チ
ス
陸
軍
首
脳
は 

―
―
二
か
月
も
あ
れ
ば
片
が
つ
く
。 

 

と
考
え
て
い
た
。 

 

と
こ
ろ
が
車
両
が
足
り
な
か
っ
た
。 

 

燃
料
も
な
か
っ
た
。 

 

例
え
ば
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
攻
略
を
目
指
し
た
北
方
面
軍
は
、
レ
ニ

ン
グ
ラ
ー
ド
ま
で
五
百
マ
イ
ル
の
地
に
設
置
し
た
本
営
を
六
月
二
十

二
日
午
前
三
時
を
期
し
て
進
撃
を
開
始
し
た
も
の
の
、
二
十
四
日
に

燃
料
不
足
の
た
め
機
甲
部
隊
が
停
止
し
て
し
ま
っ
た
。 

 

こ
の
と
き
は
空
路
で
燃
料
を
補
給
し
た
が
、
二
十
六
日
に
い
た
っ

て
再
び
燃
料
切
れ
の
た
め
全
軍
が
足
止
め
と
な
っ
た
。 

 

こ
の
よ
う
な
こ
と
で
は
埒
が
明
か
な
い
。 

 

そ
こ
で
、
前
線
に
補
給
基
地
を
建
設
し
よ
う
、
と
い
う
こ
と
に
な

っ
た
。 

 

進
撃
が
再
開
さ
れ
た
の
は
七
月
四
日
だ
っ
た
が
、
一
週
間
後
に
ま

た
燃
料
が
切
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
間
に
ソ
連
軍
は
応
戦
準
備
を
整

え
る
こ
と
が
で
き
た
。 

 

電
撃
作
戦
と
い
う
と
威
勢
が
い
い
が
、
実
態
は
こ
の
よ
う
な
も
の

だ
っ
た
。
そ
も
そ
も
「
電
撃
」
と
か
「
奇
襲
」
と
い
う
の
は
、
持
た

ざ
る
も
の
の
作
戦
で
あ
っ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
と
同
様
、
長
期
戦
に
持
ち

込
ま
れ
る
と
実
力
の
差
が
は
っ
き
り
す
る
。 

 

ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
敗
退
の
ニ
ュ
ー
ス
を
大
本
営
は
ど
う
と
ら
え
た

か
。 
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―
―
我
ら
に
は
大
和
魂
が
あ
る
。 

 
ぐ
ら
い
に
考
え
て
い
た
可
能
性
な
し
と
し
な
い
。 

  
 
 
 
 

二 
  

戦
争
に
つ
き
ま
と
う
の
は
戦
死
、
戦
傷
だ
け
で
は
な
い
。
捕
虜
と

鹵
獲
品
が
必
ず
出
る
。
戦
い
に
勝
っ
た
側
に
と
っ
て
、
捕
虜
は
有
用

な
情
報
源
で
あ
り
労
働
力
で
あ
る
と
同
時
に
、
食
糧
や
医
療
の
点
で

は
負
担
に
な
る
。 

 

た
だ
、
純
粋
に
軍
事
的
な
観
点
で
は
、
日
本
軍
に
よ
る
マ
レ
ー
攻

略
作
戦
、
イ
ン
ド
シ
ナ
侵
攻
作
戦
は
「
絵
に
描
い
た
よ
う
な
」
と
形

容
す
る
に
十
分
な
成
功
だ
っ
た
。
ま
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
攻
略
作
戦
は
、

上
陸
か
ら
マ
ニ
ラ
侵
攻
ま
で
は
順
調
そ
の
も
の
だ
っ
た
。
緒
戦
の
南

方
作
戦
は
、
全
体
と
し
て
予
想
を
は
る
か
に
上
回
る
戦
果
を
あ
げ
た

と
い
っ
て
い
い
。 

 

例
え
ば
マ
レ
ー
攻
略
作
戦
で
日
本
軍
が
受
け
た
損
害
は
、
戦
死
三

千
五
百
七
人
、
戦
傷
六
千
百
五
十
人
の
計
九
千
六
百
五
十
七
人
だ
っ

た
。
ま
た
イ
ン
ド
シ
ナ
侵
攻
作
戦
で
の
戦
死
は
八
百
四
十
人
、
戦
傷

は
一
千
七
百
八
十
四
人
の
計
二
千
六
百
二
十
四
人
で
あ
る
。 

 

こ
れ
に
対
し
て
日
本
軍
に
降
伏
し
た
の
は
、
イ
ン
ド
軍
の
六
万
人

を
筆
頭
に
、
イ
ギ
リ
ス
軍
三
万
八
千
人
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
軍
一
万

八
千
人
、
マ
レ
ー
義
勇
軍
一
万
四
千
人
の
約
十
三
万
人
だ
っ
た
。
攻

め
入
っ
た
日
本
軍
の
総
兵
力
が
四
万
人
弱
だ
っ
た
の
だ
か
ら
、
日
本

軍
は
作
戦
終
結
と
と
も
に
そ
の
三
倍
以
上
の
食
糧
や
居
住
地
を
手
配

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。 

 

イ
ン
ド
シ
ナ
侵
攻
作
戦
で
連
合
国
軍
は
兵
力
を
ほ
と
ん
ど
損
傷
せ

ず
、
日
本
軍
に
降
伏
し
た
。
こ
こ
で
も
捕
虜
は
七
万
人
を
上
回
っ
た
。 
 

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
、
バ
タ
ー
ン
半
島
お
よ
び
、
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
要

塞
に
立
て
こ
も
っ
て
い
る
連
合
国
軍
は
せ
い
ぜ
い
三
万
人
と
い
う
の

が
日
本
軍
の
予
想
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
白
旗
を
あ
げ
て
出
て
き
た
の

は
、
ア
メ
リ
カ
軍
一
万
二
千
人
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
軍
六
万
四
千
人
の
計

七
万
六
千
人
、
さ
ら
に
市
民
が
二
万
六
千
人
も
い
た
。
そ
の
う
ち
三

分
の
一
が
マ
ラ
リ
ア
に
罹
り
、
全
員
が
飢
え
て
い
た
。
日
本
軍
に
と

っ
て
不
幸
な
誤
算
が
、
バ
タ
ー
ン
死
の
行
軍
を
生
み
出
し
た
。 

 

物
的
な
戦
果
（
鹵
獲
品
）
は
ど
う
だ
っ
た
か
。 

 

マ
レ
ー
侵
攻
作
戦
で
日
本
軍
は
大
量
の
兵
器
・
武
器
を
押
収
し
た
。

火
砲
約
七
百
四
十
門
、
重
軽
火
器
二
千
五
百
挺
以
上
、
小
銃
類
約
六

万
挺
、
自
動
車
約
一
万
台
、
機
関
車
・
貨
車
約
一
千
輌
、
戦
車
・
装

甲
車
約
二
百
輌
、
航
空
機
十
機
な
ど
で
あ
る
。 

 
イ
ン
ド
シ
ナ
侵
攻
作
戦
で
は
、
パ
レ
ン
バ
ン
製
油
所
を
接
収
し
た

ほ
か
、
ジ
ャ
ワ
島
の
ス
ラ
バ
ヤ
に
あ
っ
た
オ
ラ
ン
ダ
の
工
廠
を
接
収

し
、
こ
れ
を
陸
軍
か
ら
海
軍
が
譲
り
受
け
て
艦
船
の
補
修
基
地
に
活

用
し
た
。
こ
の
の
ち
ス
ラ
バ
ヤ
工
廠
に
松
尾
三
郎
（
の
ち
日
本
電
子

開
発
、
北
海
道
情
報
大
学
を
創
業
）
が
海
軍
大
尉
と
し
て
赴
任
し
、
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レ
ー
ダ
ー
の
必
要
性
を
痛
感
す
る
こ
と
に
な
る
。 

 
フ
ィ
リ
ピ
ン
制
圧
作
戦
で
、
日
本
軍
は
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
要
塞
か
ら

三
千
ト
ン
の
食
糧
品
を
発
見
し
た
。
ハ
ム
、
ベ
ー
コ
ン
、
缶
詰
、
タ

バ
コ
な
ど
が
、
ア
メ
リ
カ
軍
が
使
っ
て
い
た
ト
ラ
ッ
ク
で
運
び
出
さ

れ
た
。 

 

こ
の
と
き
、
陸
軍
は
要
塞
の
中
に
不
思
議
な
機
械
装
置
を
発
見
し

た
。
す
で
に
触
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ホ
レ
リ
ス
式
パ
ン
チ
カ
ー
ド
統

計
会
計
機
械
装
置
「
Ｉ
Ｂ
Ｍ
４
０
５
」
一
式
な
の
だ
が
、
兵
士
た
ち

は
首
を
傾
げ
る
だ
け
だ
っ
た
。
た
だ
、
何
か
し
ら
特
殊
な
機
械
で
あ

る
ら
し
い
こ
と
だ
け
が
分
か
っ
た
。 

 

参
謀
本
部
に
問
い
合
せ
る
と
、「
た
だ
ち
に
本
国
に
輸
送
せ
よ
」

と
い
う
回
答
が
返
っ
て
き
た
。
し
か
し
、 

 

―
―
貴
重
な
機
械
な
の
で
慎
重
に
扱
え
。 

 

と
付
け
加
え
な
か
っ
た
。 

 

そ
の
不
思
議
な
機
械
は
、
駆
逐
艦
の
甲
板
に
据
え
付
け
ら
れ
、
そ

の
年
の
夏
、
東
京
・
目
黒
の
海
軍
研
究
所
に
運
び
込
ま
れ
た
。
連
日
、

陽
に
焼
か
れ
汐
に
晒
さ
れ
た
た
め
に
、
全
体
が
赤
サ
ビ
で
覆
わ
れ
て

い
た
。
研
究
所
員
た
ち
は
そ
の
赤
サ
ビ
を
落
と
す
作
業
か
ら
始
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。 

 

パ
ン
チ
カ
ー
ド
式
計
算
機
で
あ
る
こ
と
は
分
か
っ
た
が
、
ア
メ
リ

カ
軍
が
何
の
た
め
に
使
っ
て
い
た
の
か
は
分
か
ら
な
か
っ
た
。
ま
さ

か
給
与
計
算
や
受
発
注
管
理
の
た
め
に
、
で
は
あ
る
ま
い
。
コ
レ
ヒ

ド
ー
ル
要
塞
に
設
置
さ
れ
て
い
た
か
ら
に
は
、
軍
事
的
な
意
味
が
あ

る
は
ず
だ
っ
た
。 

 

陸
軍
の
兵
器
行
政
技
術
部
長
だ
っ
た
中
将
・
小
池
国
英
が
電
気
試

験
所
の
部
長
・
山
内
二
郎
に 

 

―
―
戦
場
で
数
学
を
使
う
と
し
た
ら
何
だ
？ 
 

と
問
い
か
け
た
が
、
答
え
は
出
な
か
っ
た
。 

 

砲
弾
の
発
射
角
を
計
算
す
る
た
め
に
、
第
日
本
帝
国
の
海
軍
は
軍

艦
の
砲
塔
で
電
動
の
ヘ
ン
ミ
計
算
尺
を
使
っ
て
い
た
。
し
か
し
パ
ン

チ
カ
ー
ド
式
計
算
機
は
持
ち
運
ぶ
に
は
大
き
す
ぎ
、
重
す
ぎ
る
。 

 

実
は
ア
メ
リ
カ
軍
は
Ｉ
Ｂ
Ｍ
４
０
５
を
兵
站
の
管
理
ば
か
り
で
な

く
、
暗
号
の
解
析
に
使
っ
て
い
た
の
だ
が
、
日
本
に
は
そ
の
発
想
そ

の
も
の
が
な
か
っ
た
。 

 

軍
中
枢
が
暗
号
に
数
学
理
論
が
欠
か
せ
な
い
こ
と
に
気
が
つ
く
の

は
四
二
年
末
、
組
織
的
な
取
り
組
み
が
始
ま
る
の
は
四
三
年
の
七
月
、

参
謀
本
部
に
発
足
し
た
特
殊
情
報
部
で
あ
る
。
ホ
レ
リ
ス
型
パ
ン
チ

カ
ー
ド
式
会
計
分
類
機
械
装
置
の
コ
ピ
ー
を
作
っ
た
話
は
後
述
す
る
。 

 
 

 
 
 
 
 

三 
  

鹵
獲
品
を
押
収
し
た
の
は
日
本
軍
だ
け
で
は
な
い
。
連
合
国
軍
も

日
本
軍
か
ら
様
々
な
も
の
を
押
収
し
た
。
た
だ
し
連
合
国
軍
が
手
に

入
れ
た
の
は
、
ガ
ラ
ク
タ
の
類
だ
っ
た
。
と
り
わ
け
ア
メ
リ
カ
軍
が
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ガ
ラ
ク
タ
の
収
集
に
熱
心
だ
っ
た
。 

 
ハ
ワ
イ
と
マ
リ
ア
ナ
諸
島
を
結
ぶ
線
上
の
ほ
ぼ
中
間
点
に
、「
ウ

ェ
ー
キ
」（
ま
た
は
「
ウ
ェ
ー
ク
」）
と
呼
ば
れ
る
島
が
浮
か
ん
で
い

る
。
珊
瑚
礁
で
で
き
た
小
さ
な
三
つ
の
島
―
―
ウ
ィ
ル
ク
ス
、
ウ
ェ

ー
キ
、
ビ
ー
ル
―
―
が
、「
Ｖ
」
字
型
に
並
び
、
最
大
の
ウ
ェ
ー
キ

島
で
す
ら
、
長
さ
七
キ
ロ
、
幅
は
最
も
広
い
と
こ
ろ
で
約
二
キ
ロ
し

か
な
い
。 

 

こ
こ
に
ア
メ
リ
カ
海
軍
は
ウ
ィ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
・
カ
ニ
ン
ガ
ム
中

佐
を
指
揮
官
と
す
る
守
備
隊
五
百
二
十
三
人
を
配
置
し
て
い
た
。
こ

の
ほ
か
に
島
民
を
主
体
と
す
る
設
営
隊
が
千
三
百
余
。「
Ｖ
」
字
の

三
つ
の
頂
点
に
そ
れ
ぞ
れ
砲
台
が
あ
り
、
開
戦
の
直
前
に
ウ
ェ
ー
キ

島
飛
行
場
に
十
二
機
の
戦
闘
機
「
Ｆ
４
Ｆ
ワ
イ
ル
ド
キ
ャ
ッ
ト
」
が

配
備
さ
れ
て
い
た
。 

 

日
本
軍
が
真
珠
湾
を
攻
撃
し
た
、
と
い
う
報
せ
が
入
っ
た
と
き
、

飛
行
隊
長
の
ブ
ッ
ト
ナ
ム
少
佐
は 

 

―
―
こ
こ
に
も
日
本
軍
が
く
る
。 

 

と
考
え
、
上
空
警
戒
の
た
め
四
機
を
発
進
さ
せ
た
。 

 

四
機
は
高
度
三
千
四
百
メ
ー
ト
ル
に
待
機
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が

マ
ー
シ
ャ
ル
群
島
ク
ェ
ゼ
リ
ン
環
礁
の
基
地
か
ら
飛
ん
で
き
た
日
本

軍
の
零
戦
と
九
六
式
陸
上
攻
撃
機
計
三
十
四
機
は
、
高
度
六
百
メ
ー

ト
ル
と
い
う
低
空
で
侵
入
し
た
。
そ
の
た
め
に
哨
戒
機
は
ま
っ
た
く

気
が
つ
か
な
か
っ
た
。 

 

日
本
軍
機
は
ウ
ェ
ー
キ
島
の
地
上
施
設
―
―
無
線
司
令
室
、
燃
料

タ
ン
ク
、
機
材
倉
庫
、
滑
走
路
―
―
な
ど
に
爆
弾
を
落
と
し
、
滑
走

路
に
駐
機
し
て
あ
っ
た
八
機
の
ワ
イ
ル
ド
キ
ャ
ッ
ト
に
機
銃
掃
射
を

浴
び
せ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
八
機
の
う
ち
七
機
が
大
破
・
炎
上
し
、

残
る
一
機
も
穴
だ
ら
け
に
な
っ
た
。 
 

上
空
を
哨
戒
し
て
い
た
四
機
は
急
を
知
ら
せ
る
無
線
を
受
け
て
急

降
下
し
た
が
、
舞
い
降
り
た
と
き
に
は
日
本
軍
機
は
は
る
か
遠
く
に

去
っ
て
い
た
。
燃
料
タ
ン
ク
か
ら
黒
煙
が
も
う
も
う
と
上
が
り
、
滑

走
路
は
穴
だ
ら
け
に
な
っ
て
い
た
。
着
陸
し
た
と
き
、
四
機
の
う
ち

一
機
が
横
転
し
、
エ
ン
ジ
ン
が
壊
れ
て
し
ま
っ
た
。
十
二
機
だ
っ
た

戦
闘
機
は
、
た
っ
た
数
分
で
四
機
に
な
っ
た
。 

 

こ
こ
か
ら
ウ
ェ
ー
キ
島
航
空
基
地
の
「
奇
跡
」
が
始
ま
る
。
部
隊

に
手
先
が
器
用
な
ジ
ョ
ン
・
キ
ニ
ー
と
い
う
大
尉
が
い
て
、
彼
は
徹

夜
の
作
業
で
二
機
を
飛
べ
る
よ
う
に
修
理
し
た
の
だ
。 

 

ウ
ェ
ー
キ
島
航
空
隊
の
戦
闘
機
は
四
機
か
ら
六
機
に
な
っ
た
。 

 

翌
日
も
日
本
の
九
六
式
陸
上
攻
撃
機
が
二
十
七
機
の
編
隊
で
や
っ

て
き
て
、
空
襲
を
行
っ
た
。 

 
三
日
目
に
は
九
六
式
陸
上
攻
撃
機
が
二
十
六
機
や
っ
て
き
た
。 

 
ア
メ
リ
カ
側
の
記
録
に
よ
る
と
、
ウ
ェ
ー
キ
島
航
空
隊
は
、
二
日

目
に
日
本
の
爆
撃
機
を
一
機
、
三
日
目
に
二
機
を
撃
墜
し
た
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。 

 

十
二
月
十
一
日
未
明
、
日
本
海
軍
の
軽
巡
洋
艦
三
、
駆
逐
艦
六
、
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哨
戒
艇
一
、
潜
水
艦
六
、
輸
送
船
二
か
ら
成
る
第
一
次
ウ
ェ
ー
キ
島

攻
略
隊
が
上
陸
作
戦
を
開
始
し
た
。
こ
の
と
き
、
沈
黙
を
守
っ
て
い

た
島
の
砲
台
が
火
を
吹
い
た
。 

 

十
分
に
牽
き
付
け
た
上
で
の
射
撃
だ
っ
た
の
で
、
撃
ち
出
す
砲
弾

の
す
べ
て
が
日
本
の
艦
船
に
当
た
っ
た
。
直
近
弾
を
受
け
て
駆
逐
艦

「
疾
風
」
が
轟
沈
、
駆
逐
艦
「
追
風
」「
弥
生
」
に
被
害
を
与
え
た
。

さ
ら
に
ワ
イ
ル
ド
キ
ャ
ッ
ト
四
機
が
襲
い
か
か
っ
た
。
支
援
部
隊
の

軽
巡
洋
艦
「
天
龍
」「
龍
田
」
小
破
、
駆
逐
艦
「
如
月
」
轟
沈
。 

  
 
 
 
 

四 
  

日
本
軍
は
上
陸
を
あ
き
ら
め
て
撤
退
し
て
い
っ
た
が
、
ウ
ェ
ー
キ

島
守
備
隊
も
甚
大
な
損
失
に
直
面
し
て
い
た
。 

 

六
機
の
ワ
イ
ル
ド
キ
ャ
ッ
ト
の
う
ち
一
機
が
砂
浜
に
不
時
着
陸
し

て
炎
上
、
も
う
一
機
も
エ
ン
ジ
ン
が
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
四
時
間
後
、
今
度
は
九
六
式
陸
上
攻
撃
機
十
七
機
が
襲
来
し
、

守
備
隊
の
戦
闘
機
三
機
（
日
本
側
記
録
で
は
二
機
）
が
撃
墜
さ
れ
、

十
四
日
の
空
襲
で
さ
ら
に
一
機
を
失
っ
た
。
ウ
ェ
ー
キ
島
航
空
隊
は

こ
れ
で
壊
滅
し
た
こ
と
に
な
る
。 

 

だ
が
キ
ニ
ー
大
尉
は
あ
き
ら
め
な
か
っ
た
。
破
壊
さ
れ
た
ワ
イ
ル

ド
キ
ャ
ッ
ト
の
部
品
を
か
き
集
め
、
徹
夜
の
作
業
で
飛
行
可
能
な
機

体
を
二
機
、
再
生
し
た
の
で
あ
る
。
ウ
ェ
ー
キ
島
の
航
空
隊
が
よ
み

が
え
っ
た
。
日
本
軍
は
そ
の
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
。 

 

十
二
月
二
十
二
日
、
機
動
部
隊
か
ら
ウ
ェ
ー
キ
島
攻
略
の
支
援
に

回
っ
た
空
母
「
蒼
龍
」「
飛
龍
」
か
ら
発
進
し
た
九
七
式
艦
上
攻
撃

機
三
十
三
、
零
戦
六
の
編
隊
が
攻
撃
し
た
。
そ
の
際
、
日
本
軍
は
ワ

イ
ル
ド
キ
ャ
ッ
ト
の
反
撃
を
受
け
て
大
い
に
驚
い
た
。
日
本
軍
は
航

空
機
二
機
を
失
い
、
そ
の
代
償
と
し
て
ワ
イ
ル
ド
キ
ャ
ッ
ト
の
残
機

を
す
べ
て
撃
墜
し
た
。 

 

日
本
軍
に
と
っ
て
、
ウ
ェ
ー
キ
島
の
ア
メ
リ
カ
海
軍
守
備
隊
は

「
こ
し
ゃ
く
な
ヤ
ツ
」
で
あ
っ
た
。 

 

た
っ
た
四
機
の
戦
闘
機
の
た
め
に
、
駆
逐
艦
二
隻
を
失
い
、
九
六

式
陸
上
攻
撃
機
を
何
機
も
撃
墜
さ
れ
、
攻
撃
を
始
め
て
か
ら
一
週
間

た
っ
て
も
占
領
で
き
ず
に
い
る
。 

 

業
を
煮
や
し
た
帝
国
海
軍
軍
令
部
は
、
次
の
作
戦
行
動
の
準
備
に

あ
っ
た
機
動
部
隊
の
一
部
を
割
い
て
ウ
ェ
ー
キ
島
攻
略
の
「
支
援
」

に
当
た
ら
せ
る
こ
と
に
し
た
。「
支
援
」
と
い
う
の
は
機
動
部
隊
の

面
子
を
立
て
た
表
現
で
あ
っ
て
、
実
態
は
主
力
の
入
れ
替
え
で
あ
る
。 

 

そ
の
陣
容
は
、
空
母
「
蒼
龍
」「
飛
龍
」
の
二
隻
を
中
軸
に
、
重

巡
洋
艦
「
利
根
」「
筑
摩
」「
青
葉
」「
衣
笠
」「
加
古
」「
古
鷹
」
の

六
隻
、
駆
逐
艦
「
夕
凪
」「
朝
凪
」
の
二
隻
、
輸
送
船
「
聖
川
丸
」

「
天
洋
丸
」
の
二
隻
、
計
十
隻
の
大
艦
隊
で
あ
る
。 

 

ウ
ェ
ー
キ
島
は
、
長
さ
七
キ
ロ
、
最
大
幅
約
二
キ
ロ
の
珊
瑚
礁
の

島
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
も
守
備
隊
の
兵
力
は
四
百
人
を
切
る
ま
で
に
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減
少
し
て
い
た
。 

 
「
た
か
が
」
で
あ
っ
た
。 

 
 

十
二
月
二
十
三
日
は
皇
太
子
の
誕
生
日
だ
っ
た
。 

 

日
本
軍
は
同
日
午
前
零
時
か
ら
上
陸
作
戦
を
開
始
し
、
三
時
間
後

に
陸
戦
兵
を
乗
せ
た
二
隻
の
哨
戒
艇
が
砂
浜
に
乗
り
上
げ
た
。
と
た

ん
に
前
面
の
陣
地
か
ら
砲
撃
が
あ
り
、
哨
戒
艇
が
炎
上
し
た
。
そ
の

炎
の
中
に
千
を
上
回
る
日
本
兵
が
見
え
た
。 

 

守
備
隊
は
絶
望
的
な
状
況
の
な
か
で
よ
く
戦
っ
た
。
真
っ
暗
な
中

で
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
や
潅
木
に
潜
み
、
手
榴
弾
と
機
銃
で
日
本
軍
陸
戦

隊
の
進
軍
を
は
ば
み
、
最
後
は
銃
剣
と
ナ
イ
フ
で
白
兵
戦
を
展
開
し

た
。
だ
が
多
勢
に
無
勢
だ
っ
た
。 

 

民
間
人
七
十
人
を
含
む
百
二
十
人
の
戦
死
者
、
四
十
九
人
の
戦
傷

者
を
出
し
、
つ
い
に
降
伏
し
た
。
死
亡
し
た
民
間
人
七
十
人
の
大
半

は
、
攻
撃
二
日
目
に
爆
撃
さ
れ
た
病
院
の
入
院
患
者
だ
っ
た
。
対
し

て
日
本
軍
は
戦
死
四
百
四
十
、
戦
傷
百
五
十
九
。 

 

ア
メ
リ
カ
軍
は
日
本
軍
の
ガ
ラ
ク
タ
を
集
め
る
の
が
、
こ
と
の
ほ

か
好
き
だ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
を
書
い
た
。 

 

そ
の
最
初
の
ガ
ラ
ク
タ
集
め
が
、
こ
の
ウ
ェ
ー
キ
島
攻
防
戦
の
中

で
起
こ
っ
て
い
た
。 

 

海
岸
か
ら
ほ
ど
近
く
に
轟
沈
し
た
駆
逐
艦
「
疾
風
」
の
中
か
ら
、

ア
メ
リ
カ
海
軍
は
文
書
の
束
を
回
収
し
た
。
海
水
に
浸
っ
て
い
た
た

め
に
、
紙
が
ゴ
ワ
ゴ
ワ
に
な
っ
て
い
た
が
、
文
字
は
鮮
明
に
読
む
こ

と
が
で
き
た
。
島
の
守
備
隊
が
日
本
軍
に
降
伏
す
る
直
前
の
十
二
月

二
十
日
、
飛
行
艇
が
着
水
し
、
紙
く
ず
の
よ
う
に
な
っ
た
文
書
の
束

を
運
び
去
っ
た
。 

 

そ
れ
は
日
本
海
軍
の
暗
号
書
だ
っ
た
。 

 

こ
の
こ
と
が
戦
局
を
微
妙
に
、
そ
し
て
最
後
に
大
き
く
動
か
し
て

い
く
。 

                



第 61 鹵獲品（補注） 

  

 
 〜

〜
〜
〜 

補 

注 

〜
〜
〜
〜 

 

大
韓
民
国
臨
時
政
府	
 

大
韓
帝
国
が
日
本
領
に
編
入
さ
れ
た
一
九
〇
九
年
、

中
国
の
上
海
に
あ
っ
た
抗
日
組
織
を
母
体
に
樹
立
さ
れ
、
二
九
年
の
光
州
学

生
事
件
な
ど
反
日
闘
争
を
指
導
し
た
。
李
承
晩
が
大
統
領
に
推
戴
さ
れ
憲
政

体
制
の
も
と
で
立
法
機
関
で
あ
る
臨
時
議
政
院
、
司
法
機
関
で
あ
る
法
院
、

行
政
機
関
で
あ
る
国
務
院
で
構
成
す
る
民
主
共
和
制
政
府
と
し
て
機
能
し
た
。 

戦
艦
助
大
和
努	
 

一
九
四
一
年
十
二
月
に
竣
工
し
、
四
二
年
二
月
就
役
し
て

連
合
艦
隊
旗
艦
と
な
っ
た
。
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦
に
参
加
し
た
が
決
戦
に
間

に
合
わ
ず
、
そ
の
後
一
年
以
上
を
ト
ラ
ッ
ク
島
に
停
泊
し
て
い
る
だ
け
と
い

う
時
代
遅
れ
の
巨
大
戦
艦
だ
っ
た
。
主
砲
の
四
十
六
セ
ン
チ
砲
が
発
射
し
た

砲
弾
は
三
百
十
一
発
だ
っ
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。 

シ
ン
ガ
ポ
勖
ル
陥
落	
 

直
接
原
因
は
水
源
を
日
本
軍
に
握
ら
れ
た
こ
と
に
あ

っ
た
。
パ
ー
シ
バ
ル
は
飲
み
水
に
毒
が
投
じ
ら
れ
る
こ
と
を
恐
れ
た
の
で
あ

る
。 

パ
勖
シ
バ
ル 

A
rthur Ernest Percival

／
１
８
８
７
〜
１
９
６
２
。
イ
ギ

リ
ス
下
層
階
級
の
生
ま
れ
で
陸
軍
の
一
兵
卒
か
ら
出
世
し
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ

ツ
と
の
戦
い
で
は
ダ
ン
ケ
ル
ク
に
追
い
詰
め
ら
れ
た
英
仏
連
合
軍
二
十
二
万

人
の
救
出
作
戦
を
指
揮
し
、
ド
イ
ツ
空
軍
機
の
激
し
い
爆
撃
の
な
か
で
十
八

万
人
強
を
救
出
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
の
ち
極
東
軍
司
令
官
に
任
じ
ら
れ

た
が
、
本
国
か
ら
増
援
の
な
い
状
況
で
よ
く
戦
っ
た
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
陥
落

に
伴
う
山
下
奉
文
へ
の
無
条
件
降
伏
は
「
イ
エ
ス
か
ノ
ー
か
」
の
問
答
で
有

名
だ
が
、
日
本
軍
の
捕
虜
と
な
っ
て
の
ち
も
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
軍
捕
虜

を
よ
く
統
率
し
た
。
ま
た
ミ
ズ
ー
リ
号
甲
板
上
で
行
わ
れ
た
日
本
の
降
伏
文

書
署
名
に
イ
ギ
リ
ス
軍
代
表
と
し
て
出
席
し
て
い
る
。 

マ
勏
カ
勖
サ
勖
と
フ
勋
リ
ピ
ン	
 

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
父
親
で
あ
る
ア
ー
サ

ー
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
陸
軍
中
将
だ
っ
た
と
き 

フ
ィ
リ
ピ
ン
軍
政
官
と
し

て
赴
任
し
て
い
た
。
息
子
ダ
グ
ラ
ス
に
と
っ
て
は
第
二
の
故
郷
と
い
う
べ
き

土
地
だ
っ
た
。
の
ち
四
三
年
一
月
、
ア
メ
リ
カ
海
軍
省
作
戦
部
長
キ
ン
グ
が

提
案
し
た
中
部
太
平
洋
か
ら
の
日
本
軍
攻
略
方
針
に
対
し
、「
フ
ィ
リ
ピ
ン
開

放
の
時
宜
は
逸
し
た
」
と
し
て
独
自
の
戦
略
を
開
陳
し
た
。
結
果
と
し
て
マ

ッ
カ
ー
サ
ー
の
戦
略
が
採
用
さ
れ
た
。 

バ
タ
ー
ン
死
の
行
軍 

コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
攻
略
戦
に
参
加
し
て
い
た
第
百
四
十
一
連
隊
隊
長
の
今
井
武

夫
（
当
時
大
佐
）
は
、
戦
後
、
ア
メ
リ
カ
軍
か
ら
事
情
聴
取
を
受
け
た
と
き
、

「
他
の
方
面
で
の
出
来
事
だ
と
考
え
た
。
ま
さ
か
自
分
が
目
撃
し
た
捕
虜
の

行
軍
の
こ
と
と
は
夢
想
だ
に
し
な
か
っ
た
」
と
語
っ
て
い
る
。 

マ
レ
勖
侵
攻
作
戦	
 

一
九
四
一
年
十
二
月
〜
一
九
四
二
年
二
月
：
対
英
戦
争
。 

イ
ン
ド
シ
ナ
侵
攻
作
戦	
 

一
九
四
二
年
二
月
：
対
仏
・
蘭
戦
争
。 

フ
勋
リ
ピ
ン
制
圧
作
戦	
 

一
九
四
一
年
十
二
月
〜
一
九
四
二
年
五
月
：
対
米

戦
争
。 

バ
ル
バ
ロ
勏
サ
作
戦 

U
nternehm

en Barbarossa

：
一
九
四
一
年
六
月
二

十
二
日
に
開
始
さ
れ
十
二
月
五
日
に
終
了
し
た
。
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
は
枢
軸

国
軍
三
百
八
十
万
人
超
、車
両
六
十
万
台
、馬
匹
六
十
万
頭
超
を
投
入
し
た
。

ラ
ト
ビ
ア
、
リ
ト
ラ
ニ
ア
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
モ
ル
ド
バ
と
い

っ
た
東
欧
圏
か
ら
ス
ラ
ブ
系
住
民
を
追
い
出
し
て
ド
イ
ツ
の
植
民
地
に
す
る

ヒ
ト
ラ
ー
の
構
想
（
夢
想
）
に
基
づ
い
た
史
上
最
大
の
侵
攻
作
戦
だ
っ
た
。

四
一
年
十
月
二
日
か
ら
四
二
年
一
月
七
日
に
か
け
て
行
わ
れ
た
モ
ス
ク
ワ
の

戦
い
で
ド
イ
ツ
軍
が
劣
勢
に
陥
っ
た
こ
と
が
、
第
二
次
大
戦
の
趨
勢
を
転
換

さ
せ
た
。 

陸
軍
兵
器
行
政
本
部	
 

一
九
四
二
年
か
ら
四
五
年
ま
で
陸
軍
省
の
外
局
と
し
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て
設
置
さ
れ
た
。
陸
軍
の
兵
器
・
弾
薬
な
ど
に
つ
い
て
、
製
造
・
補
給
、
研

究
開
発
・
試
験
、
教
育
を
一
元
的
に
統
括
し
た
。 

小
池
国
英 

こ
い
け
・
く
に
ひ
で
／
１
８
９
２
〜
１
９
５
９
。 

山
内
二
郎 
や
ま
う
ち
・
じ
ろ
う
／
１
８
９
８
〜
１
９
８
４
。
の
ち
情
報
処

理
学
会
会
長
と
な
っ
た
。 

ウ
勍
勖
キ
島	
 
「
ウ
ェ
ー
ク
」
と
も
。
第
二
次
大
戦
後
、
同
島
の
飛
行
場
は

拡
張
整
備
さ
れ
太
平
洋
航
空
路
の
中
継
点
と
し
て
重
き
を
成
し
た
。 

ウ
勋
ン
フ
勋
勖
ル
ド
・
カ
ニ
ン
ガ
ム 

W
infield S. Cunningham

／
１
９

０
０
〜
１
９
８
６
。
ウ
ェ
ー
キ
島
の
戦
い
で
日
本
軍
の
捕
虜
と
な
り
、
横
浜

を
経
て
上
海
の
収
容
所
に
送
ら
れ
た
。
第
二
次
大
戦
後
、
海
軍
に
復
帰
し
、

一
九
五
〇
年
七
月
、
少
将
と
し
て
退
役
し
た
。 

カ
ニ
ン
ガ
ム
守
備
隊	
 

一
九
四
一
年
十
二
月
三
日
、
真
珠
湾
か
ら
空
母
エ
ン

タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
で
ウ
ェ
ー
キ
島
に
配
備
さ
れ
た
。
制
式
名
称
は
海
兵
隊
第
２

１
１
戦
闘
飛
行
隊
で
あ
る
。 

Ｆ
４
Ｆ
ワ
イ
ル
ド
キ
勐
勏
ト	
 

一
九
三
六
年
三
月
に
ア
メ
リ
カ
海
軍
が
発
注

し
た
Ｆ
３
Ｆ
複
葉
式
戦
闘
機
の
後
継
機
と
し
て
グ
ラ
マ
ン
社
が
開
発
し
た

「
Ｆ
４
Ｆ
―
１
」
複
葉
機
を
ベ
ー
ス
に
、
単
葉
・
全
金
属
製
に
改
良
し
た
。

ブ
リ
ュ
ー
ス
タ
ー
社
の
「
Ｆ
２
Ａ
」（
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
）
と
並
ん
で
太
平
洋
戦

争
に
お
け
る
連
合
国
軍
の
主
力
戦
闘
機
と
な
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
「
マ
ー

レ
ッ
ト
」
と
呼
ば
れ
た
。 

 

最
大
速
度
は
五
百
三
十
一
キ
ロ
／
時
、
最
大
航
続
距
離
は
二
千
七
百
二
十

キ
ロ
で
、
十
二
・
七
ミ
リ
機
銃
四
基
、
九
十
キ
ロ
爆
弾
二
個
を
装
備
し
た
。

航
空
母
艦
に
収
納
す
る
た
め
翼
を
折
り
た
た
め
る
よ
う
に
し
た
４
型
が
一
九

四
一
年
か
ら
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
ラ
イ
ン
で
増
産
さ
れ
、
第
二
次
大
戦
全
期

を
通
じ
て
計
七
千
八
百
機
が
生
産
さ
れ
て
い
る
。
日
本
の
零
戦
に
比
べ
て
上

昇
・
旋
回
性
能
が
劣
っ
た
も
の
の
急
降
下
性
能
や
防
弾
設
備
、
武
装
、
高
空

性
能
等
で
勝
っ
て
い
た
。
ま
た
エ
ン
ジ
ン
の
馬
力
が
零
戦
よ
り
強
か
っ
た
た

め
、
零
戦
に
比
べ
墜
落
や
失
速
が
少
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
搭
乗
員
の
生
存

率
が
高
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
。 

守
備
隊
の
健
闘	
 

ウ
ェ
ー
キ
島
守
備
隊
の
健
闘
は
ル
ソ
ン
島
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル

要
塞
の
戦
い
と
並
ん
で
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
本
土
で
大
い
に
宣
伝
さ
れ
、
太
平

洋
戦
争
に
挑
む
ア
メ
リ
カ
国
民
の
気
持
ち
を
奮
い
立
た
せ
た
。 
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